
東
洋
文
化
講
座
・
シ

U
l
ズ
「
ア
ジ
ア
の
文
学
文
化
」
譲
渡
録

第
六
八
回

日

文
字
文
化
か
ら
み
た
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
世
界

は
じ
め
に

「
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
世
界
」
と
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
ま
た
は
中
央

ユ
i
ラ
シ
ア
と
称
さ
れ
る
、
ユ

i
ラ
シ
ア
大
陸
の
内
躍
部
分
に
相
当

す
る
c

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
内
陵
部
は
、
東
は
大
興
安
嶺
、
西
は
カ

ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
、
北
は
タ
イ
ガ
森
林
、
南
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ヒ
ン
ド

ゥ

i
ク
シ
ュ
の
両
出
脈
に
よ
っ
て
お
お
ま
か
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ら
の
山
地
や
森
林
地
帯
に
よ
っ
て
海
洋
か
ら
の
湿
気
が
遮
ら
れ

た
乾
堤
地
帯
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
苧
こ
り
乾
場
地
帯

は
、
詑
界
の
屋
根
と
呼
ば
れ
る
パ
ミ

l
ル
一
品
開
か
ら
東
北
へ
張
り
出

す
天
山
山
脈
と
西
方
ア
ラ
ル
場
へ
注
ぐ
シ
ル
汗
を
そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ

せ
た
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
大
ま
か
に
南
北

ι分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
割
に
は
一
望
千
盟
の
ス
テ
ッ
プ
草
原
が
広
が

界
が
、
南
館
に
は
強
烈
な
乾
爆
砂
漠

松

井

太

て
こ
の
一
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
世
界
〕
を
み
た
場
合
、
北
の
車
時
世

界
に
は
き
わ
め
て
隈
ら
れ
た
点
数
の
文
融
資
料
し
か
遺
存
し
て
い
な

い
む
ス
キ
タ
イ
・
旬
奴
・
鮮
車
・
柔
摂
・
突
鞍
・
ウ
千
グ
ル
・
キ
タ

イ
(
契
丹
)
・
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
竪
史
上
草
原
地
帯
に
興
に
し
た
遊

牧
民
の
多
く
は
、
「
本
来
は
白
前
の
文
字
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
近
代
吉
界

ιお
い
て
、
文
字
記
録
の
多
く

辻
支
配
者
が
支
配
の
正
銃
器
を
一
不
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
口
草
原

世
界
の
騎
馬
遊
牧
長
が
自
ら
残
し
た
文
字
記
録
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
の
は
、
彼
ら
が
前
近
代
世
界
最
強
の
軍
事
集
団
で
あ
っ
た
こ
と

そ
の
支
誕
の
正
統
性
を
あ
え
て
示
す
必
要
が
な
い
迂
ど
に
!

と
も
熊
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
c

こ
れ
に
対
し
て
、
南
の
オ
ア
シ
ス
苦
界
は
、
東
五
の
中
華
文
化

(
漢
文
北
〉
醤
・
イ
ン
ド
文
化
圏
・
オ
リ
エ
ン
ト
文
化
閣
に
お
こ

松井シスの世界j凶み文字文化か4る5



タリム盆地を中心とする中央アジア地図

た
大
帝
国
と
接
触
し
あ
る
い
は
そ
の
支
配
を
被
っ
た
結
果
、
早
く
か

ら
文
字
文
化
が
流
入
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
古
代
に
お
け
る
状

況
を
示
す
の
が
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
、
と
く
に
天
山
山
脈
と
昆
嵩
山

脈
に
固
ま
れ
た
タ
リ
ム
盆
地
地
域
を
中
心
と
す
る
現
在
の
中
国
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
文
献
資
料
群
で

あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
は
、

一
O
世
紀
以
降
に
ト

ル
コ
系
ウ
イ
グ
ル
遊
牧
民
の
支
配
下
で
住
民
の
ト
ル
コ
語
化
が
進
ん

で

「
卜
ル
キ
ス
タ
ン
(
ト
ル
コ

人
の
住
地
)
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
は
一
六
世
紀
以
降
に
は
も
っ
ぱ
ら
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を

用
い
る
イ
ス
ラ

1
ム
文
化
に
覆
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
、
西
欧
列
強
や
日
本
な
ど
の
調
査

に
よ
り
発
掘
・
将
来
さ
れ
た
多
数
の
古
代
語
文
献
資
料
は
、
イ
ス
ラ

l
ム
化
以
前
の
当
地
に
お
け
る
文
化
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

実
際
に
そ
の
発
掘
に
従
事
し
た
ド
イ
ツ
の
考
古
学
者
ル

リ
コ
ッ
ク

(
〉
・
〈

g
z。
。
心
)
は
、
こ
れ
ら
の
出
土
古
沢
文
献
が

一
七
種
類
の

言
語
、

二
四
種
類
の
文
字
で
書
か
れ
る
と
い
う
。
こ
の
分
類
は
、
そ

の
後
の
研
究
に
よ
り
若
干
の
訂
正
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

で
も
各
々

二

0
種
類
前
後
の
言
語
・
文
字
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

主
な
言
語
と
し
て
は
、
漢
語
・
ト
ル
コ

語
以
外
に
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
・
ア
グ
ニ
語
(
ト
カ
ラ
語
A
)
・
ク
チ
ャ
語
(
卜
カ
ラ
語

B
)
・

ガ
ン
ダ
1

ラ
語
な
ど
の
イ
ン
ド
系
諸
語
、
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
・
パ
ク

ト
リ
ア
語
・
パ
ル
テ
ィ
ア
語
・
ソ
グ
ド
語
・
コ

l
タ
ン
(
ホ

l
タ
ン
)

語
な
ど
の
イ
ラ
ン
系
諸
語
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
語
、
西
夏
語
、
チ
ベ
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イスラーム化以前の中央アジアにおける言語と文字

ノく
コ1卜!サ ガ lア ク 古代 モン 漢

三西夏五
チ

雪にコ 量ロ五ロ リ フ リ ル ク | ウ ン ンク チ << 
シラア テ ペ ト タムス ダニ ヤ 卜ゴ語 ‘y 

アイ語 ィ ル ンシク I I N吾 きロ五'" jレ Jv

l ll| 

ア フ( コ 圭ロ五'" 三ロ五'" 
圭U五'" 語ク トy 

ヨ口口 カ卜
カ

三ロE五Z 

圭ロ五口
圭、ロAフ』五ロノ 号、ロフB五Eノ3 

へブライ文字 | 

マニ文字

ソグド文字
ー-，--

ウイクル文字

突厭文字
十

iシリ ア文字

パ フレヴィ 一文字

iアラビア文字

チベッ卜 文字

パ クパ文字

唱...L..---

ギ リシア文字
丁 トーーートー

エフタ Jレ文字

ブラーフミ一文字

カロ ーシュ ティ一文字

11日漢字

西夏文字 」

表 1

Berlin-Brandenburgische Akademie der ¥¥アissenschaften，Turfanforschung， Berlin 2002， p. 9を

一部修正して作成

ッ
ト
語
、
シ
リ
ア
語
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
言
語
を
記
す
文
字
と
し
て
は
、
漢
字
の

他
に
、
へ
、
、
フ
ラ
イ
文
字
、
マ
ニ

文
字
、
ソ
グ
ド

文
字
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
、
突
厭
文
字
、
シ
リ
ア

文
字
、
パ
フ
レ
ウ
ィ

l
文
字
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
、

チ
ベ
ッ
ト
文
字
、
パ
ク
パ

(
パ
ス
パ
、
八
思
巴
)

文
字
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
、
ブ
ラ
1

フ
ミ
l
文
字
、

カ
ロ

1

シ
ュ
テ
ィ
l
文
字
、
西
夏
文
字
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
一

つ
の
言
語
が
複
数
の
文
字
で
表

井

記
さ
れ
、
逆
に
一
つ
の
文
字
が
複
数
の
言

語

の

松

表
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
(
表
1
参
照
)
。

そ
の
組
み
合
わ
せ
を
み
た
だ
け
で
も
、
イ
ス
ラ
時

|
ム
文
化
に
よ

っ
て
均
質
化
さ
れ
る
以
前
の

中

の

央
ア
ジ
ア
が
、
多
様
な
言
語
文
化
・
文
字
文
化
以

の
る

つ
ぼ

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
打

ろ

う

。

と

本
講
は
、
こ
れ
ら
の
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
諸
時

文
字

・
諸
言
語
文
献
を
主
要
な
材
料
と
し

て

、

社

(
二

中
央
ア
ジ

ア
へ
の
仏
教
浸
透
と
文
字
文
ゆ

化
と
の
関
係
、
(
二
)
東
西
交
易
の
主
役
で
あ
仰

っ
た
ソ
グ
ド
人
の
文
字
文
化
、

3
C

9

文{子

人
と
密
接
に
関
係
す
る
突
厭

・
ウ
イ
グ
ル
な
ど
文

古
代
ト
ル

コ
遊
牧
民
の
文
字
文
化
、
(
四
)

ウ

イ
グ
ル
遊
牧
民
の
用
い
る
ト
ル

コ
語
H
ウ
イ
グ
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ル
一
語
が
オ
ア
シ
ス
世
界

冨
と
ウ
イ
グ
ル
文
字
文
化
と
の
関
係
、

£
る
む

に
つ
い

仏
教
の
中
央
ア
ジ
ア
缶
来
と
イ
ン
ド
系
諸
語
文
献

う
ち
、
時
代
的
に

に
持
っ
て
生
ま
れ
た
イ
ン

ィ
!
文
字
文
献
・
ブ
ラ
l

ア
ジ

の
が
、
イ
ン
ド
か
ら

語
文
献
で
あ
り
、
カ
ロ
1BP

・B・-シ

ブ
ミ
文
字
文
献
に
一
一
大
別
で
き
る
つ

カ
ロ

i
シ
ュ
テ
ィ

i
文

字

は

ア

ラ

ム

で

つ

く

ら

れ

た
北
西
イ
ン
ド
土
着
の
文
字
で
あ
り
、
こ
で
表
記
さ
れ
る
文

穀
資
料
は
紀
元
前
三
世
紀

i
紀
元
後
四
世
紀
に
覇
し
、
西
北
イ
ン
ド

で
話
さ
れ
て
い
た
中
期
イ
ン
ド
語
の
方
一
一
一
一
口
で
あ
る
ガ
ン
ダ

l
ラ
語

(
高
北
プ
ラ
1

ク
リ
ッ
ト
語
)
を
表
記
し
て
い
る
。
タ
ワ
ム
輩
地
地

域
出
土
の
室
料
と
し
て
は
、
コ

i
タ
ン
(
子
寵
)
出
土
の
漢
字
・
カ

ロ
i
シ
ュ
テ
ィ

l
文
字
の
双
方
の
結
文
の
あ
る
「
シ
ノ

i
カ
ロ

l
シ

ュ

ィ

l
銭
い
や
、
ヤ
・
楼
蘭
・
エ
ン
デ
レ
誌
ど
タ
け
ノ
ム
盆
地
南

競
合
一
一
4
3
回
世
紀
)
が
知
ら
れ
て

オ
ア
シ

資

料

で

し

か

し

五

世

紀

以

詩

に

誌

、

カ

ロ

i
シ

イ

|

文

字
は
イ
ン
ド
を
合
む
諸
地
域
で
も
ほ
と
ん
ど
山
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、

ブ
ラ

I
フ
ミ

l
文
字
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ブ
ラ
!
フ
!
文
字
は
北
方
セ
ム

が
有
力
だ
が
、
イ
ン
ダ
ス
文
字
起
踊
ア

l
リ
ア
人
独
創
的
説
も
島

り
、
定
説
と
な
る
に
詰
去
っ
て
い
な
い
い
ず
れ
に
せ
よ
、
記
元
話

三
世
紀
頃
に
誌
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
ほ
ぼ
全
域
で
用
い
込
れ
、
さ
鳴
り
に

仏
教
文
化
の
拡
大
に
待
っ
て
東
高
ア
ジ
ア
に
も
広
ま
り
、
チ
ベ
ッ
ト

文
字
の
母
件
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
仏
教
が
中
央
ア
ジ
ア
に
北
長
・

東
伝
す
る
に
つ
れ
、
ブ
ラ
i
フ
ミ
1
文
字
も
中
央
ア
ジ
ア
・
タ
ワ
ム

盆
地
地
域
で
笹
窮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
ク
チ
ャ

(
亀
葱
〉
を
中
心
に
、
カ
ラ
シ
ャ
!
ル
(
ア
グ
ニ
、
罵
老
日
)
・
高
呂
田
・

ト
ゥ
ル
ブ
ァ
ン
〈
吐
魯
番
)
な
ど
、
タ
リ
ム
盆
地
北
縁
の
諸
オ
ア
シ

ス
都
市
に
お
同
り
る
ブ
ラ

i
フ
ミ

i
文
字
の
導
入
・
発
展
、
な
ら
び
に

そ
の
仏
教
文
北
と
の
懐
わ
り
告
み
て
い
き
た
い
c

紀
元
前
一
…
世
紀
頃
の
タ
ワ
ム
盆
地
の
諸
オ
ア
シ
ス
都
事
の
渚
況
を

伝
え
る
町
議
輩
出
』
西
議
訟
に
よ
れ
ば
、
ク
チ
ャ
は
一

C
万
を
謡
え
る

人
ロ
を
擁
す
る
市
中
央
ア
ジ
ア
最
大
の
オ
ア
シ
ス
都
市
国
家
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
探
検
誌
が
将
来
し
た
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
ブ
ラ
!
フ
ミ
!
文

字
文
献
む
約
六
裂
が
ク
チ
ャ
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
、
ク
チ
ャ

が
市
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
的
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
む
こ
れ
ら

の
ブ
ラ
i
ブ
ミ

i
文
字
詰
、
さ
な
が
ら
漢
字
が
時
代
を
追
っ
て
筆
書
・

隷
書
・
様
書
・
行
蓄
と
変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
帯
一
一
間
体
心
特
徴
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
時
代
を
大
ま
か
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

5

こ
れ

に
従
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
出
た
ブ
ラ

l
ブ
ミ
1
文
献
の
年
忙
を
分
類
し

て
い
く
と
、
吉
罷
(
二
世
紐

i
五
世
紀
)
に
属
す
る
と
判
掛
さ
れ
る

も
の
辻
、
誌
と
ん
ど
が
ク
チ
ャ
か
ら
出
土
し
て
い
る
合
す
な
わ
ち
、

458 東洋文{t研究 11



クチャ語訳『ウダーナヴァルガ』写本

仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
ガ
ン
ダ

l
ラ
を

経
て
中
央
ア
ジ
ア
・
タ
リ
ム
盆
地
に

進
出
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
ク
チ

ャ
に
布
教
の
拠
点
が
置
か
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
、
中
央
ア
ジ
ア
出
土
ブ
ラ

|
フ
ミ
1
文
献
の
言
語

・
内
容
お
よ

び
書
写
材
料
に
は
、
時
代
ご
と
に
特

徴
的
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
最
古
層

(二
1
三
世
紀
)
の
写
本
は
、
ほ
と

ん
ど
全
て
が
イ
ン
ド
産
の
員
葉
に
書

か
れ
、
内
容
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
や
仏
教
戯
曲

・

医
学
書
な
ど
で
あ
る
。
逆
に
、
ブ
ッ

ダ
の
教
え
で
あ
る
経
や
、
戒
律
を
記

し
た
も
の
が
無
い
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
時
点
で
は
、
経
や
律
を
暗
記
し
て

す
べ
て
頭
に
入
れ
て
い
た
イ
ン
ド
出

身
の
僧
が
、
ク
チ
ャ
で
の
布
教
に
必

要
な
諸
種
の
写
本
を
イ
ン
ド
か
ら
持

ち
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

一一一i
五
世
紀
に
な
る
と
、
戒
本
や

陀
羅
尼
(
呪
文
)
経
典
、
さ
ら
に
は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
文
法
書
も
登

図 1

場
す
る
。
そ
も
そ
も
、
ク
チ
ャ
人
自
身
の
言
語
は
、
同
じ
イ
ン
ド
系

で
も
ク
チ
ャ
語
(
ト
カ
ラ
語

B
)
で
あ
っ
た
。
ク
チ
ャ
に
仏
教
信
仰

が
浸
透
し
た
結
果
、
ク
チ
ャ
人
が
仏
教
に
帰
依
し
て
戒
律
を
学
び
、

陀
羅
尼
な
ど
の
仏
教
経
典
を
読
請
す
る
た
め
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
習
得
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ク
チ
ャ
近
郊
の
ス
パ
シ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
『
ウ
ダ

l
ナ
ヴ
ァ

ル
ガ
(
門
記
。
ロ

S
号
h
Q
)
』
と
い
う
仏
教
詩
集
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
写
本
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
こ
の
写
本
は
四
世
紀
頃
に
属
す
る
が
、

イ
ン
ド
産
員
葉
で
は
な
く
ク
チ
ャ
現
地
で
調
達
さ
れ
た
ポ
プ
ラ
板
に
井

筆
写
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
ク
チ
ャ
人
の
あ
い
だ
に
サ
ン
ス
ク
リ
松

ッ
卜
語
H

仏
教
の
知
識
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
。

五
世
紀
を
過
ぎ
る
と
、
ク
チ
ャ
語
表
記
の
た
め
の
特
殊
な
加
点
や
吋
一

文
字
が
考
案
さ
れ
る
な
ど
、
ク
チ
ャ
で
使
用
さ
れ
る
ブ
ラ

l
フ
ミ
1

の

文
字
自
体
が
イ
ン
ド
本
地
の
書
体
か
ら
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
な
る
。

は

ま
た
、
中
国
か
ら
流
入
し
た
紙
が
書
写
材
料
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
打

う
に
な
り
、
も
は
や
イ

ン
ド
産
の
貝
葉
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
口
こ

と

れ
は
、
ク
チ
ャ
の
仏
教
教
団
が
本
場
の
イ
ン
ド
か
ら
離
れ
、
中
央
ア
軒

ジ
ア
に
お
い
て
一
定
の
独
立
性

・
独
自
性
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
一
れ

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
七
世
紀
を
過
ぎ
る
と
、
『
ウ
ダ
も

l
ナ
ヴ

ァ
ル
ガ
』
の
ク
チ
ャ
語
訳
本
(
図

1
)
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
似

語
・
卜
カ
ラ
語
(
ク
チ
ャ
語
ま
た
は
ア
グ
-
一
語
)
の
対
訳
本
、
さ
ら
文字

に
は
卜
カ
ラ
語
独
自
の
仏
教
讃
歌
な
ど
が
、
ク
チ
ャ
・
カ
ラ
シ
ヤ
|
文

ル
な
ど
タ
リ
ム
盆
地
北
縁
の
広
域
で
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域

に
、
イ
ン
ド
と
は
異
な
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
発
展
・
確
立
し
た
こ
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図 2 漢語・コータン語対訳のラクダ売買契約証文

漢文の行間や， 左上の余白部分にブラーフミ一文字コータン語の対訳文が記される。関係者

は全てコータン人らし1.¥ 0 H. Kumamoto， Sino-Hvatanica Peterburgensia : Part II， In 

lranian Languagesαnd Texts from Iranαnd Turan， Wiesbaden， 2007， pp.147-160参照

と
が
う
か
が
え
る
。

玄
英
三
蔵
が
イ
ン
ド
へ
の
求
法
の
途
上
、
ク
チ
ャ
を
訪
問
し
た
の

は
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
る
。
玄
奨
の
伝
記
(
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
)
に
よ
れ
ば
、
ク
チ
ャ
の
高
僧
モ
|
ク
シ
ャ
グ
プ
タ

(
木
叉
趨
多
)
は
玄
奨
に
「
ク
チ
ャ
に
は
雑
心
・
倶
舎
・
毘
婆
沙
な
ど

の
諸
論
典
が
全
て
揃
っ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
労
し
て
イ
ン
ド
へ
行

く
必
要
は
な
い
」
と
告
げ
た
と
い
う
。

こ
こ
に
も
、
ク
チ
ャ
の
仏
教

教
団
の
独
自
性
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
ブ
ラ

l
フ
ミ

l
文
字
は
、
タ
リ
ム
盆
地
南
縁
の
諸
オ
ア
シ
ス

で
も
、
カ
ロ
|
シ
ュ
テ
ィ

l
文
字
に
か
わ

っ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
D

こ
の
地
域
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
以
外
に
、
イ
ラ
ン

系
に
属
す
る
コ
l
タ
ン
語
の
話
者
も
、
ブ
ラ
l
フ
ミ
1
文
字
を
使
用

し
て
仏
典
や
文
学
作
品
さ
ら
に
は
世
俗
的
な
文
書
類
を
作
成
し
た
。

ク
チ
ャ
語
に
使
用
さ
れ
た
ブ
ラ
l
フ
ミ
1
文
字
と
同
様
に
、
コ
l
タ

ン
語
に
使
用
さ
れ
た
ブ
ラ
l
フ
ミ
|
文
字
も
、
イ
ン
ド
本
来
の
書
体

と
は
独
自
の
変
形
・

発
展
を
こ
う
む
っ
た
。

七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
末
ま
で
、
ク
チ
ャ
・
コ
l
タ
ン
な
ど
タ

リ
ム
盆
地
の
各
オ
ア
シ

ス
都
市
国
家
は
、
あ
る
い
は
直
接
的
に
、
あ

る
い
は
間
接
的
に
、
東
方
の
唐
王
朝
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
る
。
唐
王
朝
は
各
地
域
に
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ
、
漢
語
を
用
い

る
軍
政
機
構
を
設
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
図

2
に
示
し
た
よ
う
な

漢
語
と
コ
l
タ
ン
語
の
二
言
語
文
書
群
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
原
住
民

が
唐
王
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
て
も
独
自
の
言
語
文
化
を
保
持
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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ソ
グ
ド
人
の
活
動
と
そ
の
文
字
文
化

タ
リ
ム
盆
地
か
ら
パ
ミ
l
ル
高
原
を
は
さ
ん
で
そ
の
西
方
、
ア
ム

河
中
上
流
域
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
・
ブ
ハ
ラ
・
カ
ブ
ダ

l
ン
・
ク
シ
ャ

|
ニ
ヤ
な
ど
の
諸
オ
ア
シ
ス
都
市
は
、
イ
ラ
ン
系
の
ソ
グ
ド
語
を
母

語
と
す
る
ソ
グ
ド
人
た
ち
の
故
地
で
あ
り
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
と
総
称
さ

れ
る
。
彼
ら
が
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
本
拠
と
し
て
、
東
は
中
園
地
域

か
ら
西
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
至
る
ま
で
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
部
に
点

在
す
る
諸
オ
ア
シ
ス
都
市
を
結
ぶ
商
業
ル

l
卜
を
作
り
上
げ
、
さ
ら

に
は
北
方
の
草
原
地
帯
の
遊
牧
勢
力
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
前
近

代
ユ
ー
ラ
シ
ア
広
域
に
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

ソグド語「古代書簡」第二書簡

ソ
グ
ド
人
は
古
く
は
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
影
響
下
に
あ
っ
て
そ
の
国

教
だ
っ
た
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
多
く
信
仰
し
、
や
は
り
ア
ケ
メ
ネ
ス

朝
で
用
い
ら
れ
て
い
た
ア
ラ
ム
文
字
か
ら
ソ
グ
ド
文
字
を
考
案
し
て

自
ら
の
言
語
を
表
記
し
た
。
ま
た
マ
ニ
教
(
ペ
ル
シ
ア
起
源
の
二
元

論
的
宗
教
)
の
教
徒
は
マ
ニ
文
字
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
シ
リ
ア
文
字

を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ソ
グ
ド
人
が
残
し
た
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語
文
献
で
最
も
重
要
な

の
は
、
中
国
国
内
の
観
光
都
市
と
し
て
名
高
い
敦
埋
の
西
方
の
煙
火

台
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
古
代
書
簡
(
∞
。
包
-Eロ
〉

2
2
E
「
Z
Z
Z
)」

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
五
通
の
ほ
ぼ
完
全
な
書
簡
か
ら
な
り
、
西
暦
三

一一

1
二
二
四
年
頃
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
五
通
の
う

ち
、
甘
粛
地
方
の
東
部
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
宛
て
ら
れ
た
第
二
書
明

簡
(
図

3
)
が
、
ソ
グ
ド
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
一
不
の

す
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
差
出
人
の
ナ
ナ
イ
以

ヴ
ア
ン
ダ
ク
は
、
甘
粛
地
方
の
東
部
に
商
業
拠
点
を
置
き
、
東
方
の
打

中
国
本
土
に
仲
間
や
使
用
人
を
派
遣
し
て
交
易
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
。
と

彼
ら
の
活
動
情
況
を
、
旬
奴
な
ど
の
遊
牧
民
の
侵
入
で
大
混
乱
す
る
割

当
時
の
中
国
情
勢
と
と
も
に
本
国
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
商
売
仲
間
へ
報
社

告
し
、
さ
ら
に
ナ
ナ
イ
ヴ
ア
ン
ダ
ク
が
本
国
に
残
し
て
き
た
資
産
を
ゆ

自
分
の
息
子
の
た
め
に
う
ま
く
運
用
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
す
る
の
仰

が
、
こ
の
第
二
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。
敦
埋
か
ら
お
そ
ら
く
楼
蘭
へ
文{子

宛
て
ら
れ
た
第
一
・
第
三
書
簡
、
涼
州
か
ら
発
信
さ
れ
た
第
五
書
簡
文

と
あ
わ
せ
み
る
と
、
四
世
紀
は
じ
め
の
時
点
で
ソ
グ
ド
人
た
ち
は
中

圏
内
部
に
ま
で
商
業
コ
ロ
ニ
ー
を
構
成
し
、
銀
貨
や
銅
貨
で
金
・
コ

松井

図3
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ソグド語女奴隷売買契約証文図 4

シ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
コ
ウ
・
絹
織
物
な
ど
の
商
品
を
、
中
国
と
ソ
グ
デ
ィ

ア
ナ
を
ま
た
に
か
け
て
売
買
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
古

代
書
簡
」
以
外
に
も
、
ソ
グ
ド
人
の
故
地
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
や
、
一
口同
昌

・

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ク
チ
ャ
・
コ
ー
タ
ン
・
楼
蘭
な
ど
タ
リ
ム
盆
地
、

さ
ら
に
は
敦
埋
や
西
安
(
す
な
わ
ち
惰
・
唐
な
ど
歴
代
王
朝
の
都
と

な
っ
た
長
安
)
と
い
っ
た
中
国
内
地
か
ら
も
、
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド

語
文
献
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
図

4
の
ソ
グ
ド
語
契
約
証
文
は
高
昌

近
郊
の
墓
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
西
暦
六
三
一
九
年
に
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身
の
ソ
グ
ド
人
が
、
漢
人
の
植
民
国
家
で
あ
る
高

昌
国
で
ソ
グ
ド
人
女
奴
隷
を
漢
人
仏
僧
に
売
り
渡
す
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
女
奴
隷
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
銀
貨
で
取
引
さ
れ
、
売
買

に
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
・
ク
シ
ャ

1

ニ
ヤ
・
マ

l
イ
ム
ル
グ
な
ど
の
ソ

グ
デ
ィ
ア
ナ
の
諸
都
市
か
ら
高
昌
を
訪
れ
て
い
た
ソ
グ
ド
人
が
証
人

輯

図 5 西安近郊ソグド人墓の漢語・ソグド語二言語墓誌

中央か ら左側には漢文，右側にはソクド文(左行から右行への縦書き)が記される O 被葬者

のウイルカクの祖父の代に中国に移住して きたという 。Y.Yoshida， Sogdian Version of 

the New Xi'an Inscription. In: Les Sogdiens en Chine， Paris， 2005， pp.57-72参照
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と
し
て
立
ち
会
い
、
高
昌
国
で
書
記
官
と
な

っ
て
い
た
パ
卜

l
ル
と

い
う
名
の
ソ
グ
ド
人
が
認
可
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ソ
グ

デ
ィ
ア
ナ
本
土
か
ら
続
々
と
高
昌
を
訪
れ
て
商
業
に
従
事
し
、
さ
ら

に
は
高
昌
に
土
着
し
て
新
来
の
同
族
の
交
易
活
動
の
便
宜
を
図
る
ソ

グ
ド
人
の
姿
は
、
高
昌
国
時
代
そ
し
て
七
世
紀
以
降
の
唐
王
朝
支
配

時
代
の
諸
種
の
漢
語
文
書
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

近
年
西
安
近
郊
で
発
掘
さ
れ
た
ソ
グ
ド
人
墓
か
ら
は
、
漢
語
・
ソ
グ

ド
語
の

二
言
語
の
墓
誌
が
見
つ
か

っ
た
(
図

5
)
。
こ
れ
は
五
七
九

年
に
八
十
六
歳
で
死
去
し
た
ウ
イ
ル
カ
ク
と
い
う

ソ
グ
ド
人
と
そ
の

妻
を
追
悼
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
語
と
ソ
グ
ド
語
で
は
墓
誌
銘
の
内

容
に
若
干
の
差
が
あ
り
、
ま
た
棺
を
収
め
た
石
榔
の
壁
面
の
浮
彫

(図

6
)
に
は
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
関
係
す
る
モ
チ
ー
フ
が
み
え
る

こ
と
か
ら
も
、
中
国
に
移
住
し
て
き
た
ソ
グ
ド
人
が
依
然
と
し
て
独

図6 西安近郊ソグド人墓の石榔

故人がラクダに乗ってチンワト橋

(ゾ ロアス ター教にお ける天国への

架け橋)を渡る様子が描かれる 自
の
西
方
的
文
化
を
保

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

と
こ
ろ
で
、
古
来
、
オ
ア
シ
ス
都
市
の
商
業
民
と
草
原
地
帯
の
遊

牧
国
家
は
密
接
な
提
携
関
係
を
構
築
し
て
い
た
。
遊
牧
国
家
は
騎
馬

軍
団
の
軍
事
力
に
依
拠
し
て
オ
ア
シ
ス
諸
都
市
を
支
配
下
に
お
き
っ

て
商
業
民
の
遠
距
離
交
易
活
動
を
保
護
し
た
。
商
業
民
の
側
も
、

遊
牧
勢
力
の
庇
護
下
で
草
原
地
帯
・
砂
漠
地
帯
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
か

っ
安
全
な
移
動
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
代
償
に
、
著
修
品
や
手
工
業
品

・

食
糧
な
ど
、
遊
牧
世
界
で
は
入
手
で
き
な
い
様
々
な
物
資
を
遊
牧
民

に
も
た
ら
し
、
商
業
利
潤
を
還
元
し
た
。
ま
た
、

経
済
に
明
る
い
商

業
民
は
、
遊
牧
国
家
に
と

っ
て
、
国
内
に
お
け
る
徴
税
・
財
政
政
策

ゃ
、
対
外
的
な
交
渉
を
決
定
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た

D

こ
の
点
で
、
ソ
グ
ド
人
に
と

っ
て
も
、
中
央
ア
ジ
ア
の
エ
フ
タ
ル

遊
牧
国
家
(
五
世
紀
中
葉

i
六
世
紀
中
葉
)
や
、
モ
ン
ゴ
ル
高

原
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
国
家
す
な
わ
ち
突
厭
帝
国
(
六
世
紀
中
葉

i
八
世
紀
中
葉
)
お
よ
び
ウ
イ
グ
ル
帝
国
(
八
世
紀
中
葉

i
九

世
紀
中
葉
)
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ

っ
た
。
特
に
突

厭
帝
国
は
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
か
ら
興
起
し
て
東
は

モ
ン
ゴ
ル
高

原
、
西
は
カ
ザ
フ
草
原
に
至
る
広
大
な
領
域
を
支
配
し
た
が
、

そ
の
国
内
に
は
多
数
の
ソ
グ
ド
人
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
彼
ら

は
突
販
の
た
め
に
中
国
や
ペ
ル

シ
ア
・
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
な
ど
と

の
外
交
的
・
経
済
的
交
渉
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

突
厭
圏
内
で
は
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語
が
公
用
語
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
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ブグト碑文図 7図 8 小洪那海石人

モ
ン
ゴ
ル
国
に
現
存
す
る
ブ
グ
卜
碑
文
(
図

7
)
、
お
よ
び
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
昭
蘇
県
に
遺
る
小
洪
那
海
石
人
銘
文
(
図
8
)
は、

こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
。
ブ
グ
卜
碑
文
は
、
仏
教
的
内
容
に
関

す
る
ブ
ラ
l
フ
ミ

l
文
字
銘
文
(
未
解
読
)
を
碑
石
に
刻
し
、
そ
の

建
立
の
経
緯
を
側
面

・
裏
面
に
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語
で
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
ソ
グ
ド
語
銘
文
の
内
容
か
ら
は
、
こ
の
碑
石
の
建
立
は

突
厭
の
第
四
代
可
汗
(
君
主
)
の
位
鉢
(
位
五
七
二

1
五
八
一
)
の

死
後
ま
も
な
い
|
|
お
そ
ら
く
は
佐
鉢
可
汗
死
後
、
可
汗
位
を
め
ぐ

る
内
乱
か
ら
東
突
厭
・
西
突
厭
へ
の
分
裂
(
五
八
三
)
に
至
る
|

|

時
期
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
蓬
羅
可
汗
を
は
じ
め
と
す
る
佐
鉢
可
汗
の

子
孫
た
ち
が
自
ら
の
即
位
の
正
統
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
た
こ
と
、
が
う
か
が
え
る
口
一

方
、
小
洪
那
海
石
人
銘
文
は
、
突

廠
の
泥
利
可
汗
を
モ
デ
ル
と
し
た
石
人
像
の
腰
か
ら
下
の
部
分
に
、

約
二

O
行
の
ソ
グ
ド
語
銘
文
を
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

や
は
り
位
鉢
可
汗
没
後
の
突
厭
国
内
の
内
乱
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
高
原

か
ら
天
山
方
面
へ
逃
れ
た
阿
波
可
汗
(
蓄
羅
可
汗
の
従
兄
弟
)
の
死

(
五
九
九
)
後
、
そ

の
甥
の
慮
羅
可
汗
ら
が
、
や
は
り
突
販
の
支
配

者
と
し
て
の
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る

D

い
ず
れ
も
、

突
厭
の
可
汗
一
族
が
、
自
身
の
主
張
を
文
字
言
語
化
す
る
に
あ
た

っ

て
ソ
グ
ド
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
自
体
、
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語
文

化
の
突
厭
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る。

さ
ら
に
ご
く
最
近
、
卜
ゥ

ル
フ
ァ

ン
近
郊
の
巴
達
木
遺
跡
で
発
見

さ
れ
た
ソ
グ
ド
語
文
書
断
片
(
図
9
)
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
文

図 9 巴違木遺跡出土の唐

代ソグド語公文書断片
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書
に
は
「
金
満
州
都
督
府
之
印
」
と
い
う
漢
字
の
朱
官
印
が
捺
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
金
満
州
都
督
府
と
は
唐
代
に
天
山
山
脈
の
北
麓
(
現

在
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
区
都
ウ
ル
ム
チ

の
付
近
)
お
か
れ
た

軍
政
機
関
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
ソ
グ
ド
語
文
書
は
明
ら
か
に
唐
代
の

公
文
書
で
あ
る
。
ソ
グ
ド
文
の
内
容
か
ら
、
本
文
書
は
、

唐
の
龍
朔

二
/
三
年
(
六
六
二
/
一二
)
前
後
に
天
山
北
麓
に
避
難
し
て
き
た
、

ト
ル
コ
系
の
カ
ル
ル
ク
遊
牧
民
の
へ
の
対
応
に
関
係
し
て
、
金
満
州

都
督
府
か
ら
西
州
都
督
府
(
卜
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
)
に
送
達
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
金
満
州
都
督
府
の
歴
代
長
官
も
、
や
は

り
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
の
沙
陀
族
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
本

文
書
は
、
唐
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
ト
ル
コ
系
遊
牧
民

l

あ
る
い
は
そ
の
配
下
に
あ
っ
た
ソ
グ
ド
人
官
僚
!
1

が
ソ
グ
ド

語
で
行
政
文
書
を
作
成
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
正
式
な
公
文
書
と

し
て
唐
王
朝
の
西
州
都
督
府
で
も
受
領

・
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

一
不
す
。
換
言
す
れ
ば
、
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語
は
、
唐
王
朝
の
官
庁
・

行
政
機
関
に
も
|
|
特
に
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
と
関
係
す
る
局
面
で
は

|
|
公
用
語
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
ユ

ー
ラ
シ
ア
東
方

地
域
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
と
そ
の
文
字
文
化
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

突
蕨
・
ウ
イ
グ
ル
遊
牧
帝
国
の
文
字
文
化

六
世
紀
中
葉
以
来
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
強
制
を
誇

っ
た
突
厭
も
、

東
西
分
裂
以
降
は
弱
体
化
し
、
東
突
厭
は
六
三

O
年
に
唐
王
朝
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
は
唐
の
覇
牒

支
配
下
に
お
か
れ
る
。
し
か
し
お
よ
そ
半
世
紀
後
の
六
八
二
年
、
ク

卜
ル
グ
と
い
う
突
販
の
旧
王
族
が
唐
に
叛
旗
を
翻
し
、
突
厭
帝
国
を

復
興
さ
せ
た
。
史
上
に
こ
れ
を
突
厭
第
二
帝
国
(
第
二
突
厭
)
と
い

・つ
ノ。

突
厭
第
二
帝
国
は
草
原
世
界
の
騎
馬
遊
牧
民
の
歴
史
に
大
き
な
画

期
を
も
た
ヨ
り
し
た
。
い
わ
ゆ
る
突
廠
文
字
(
古
代
ト
ル
コ
文
字
、
ト

ル
コ
リ
ル
l
ン
文
字
と
も
呼
ば
れ
る
)
を
考
案
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て

遊
牧
民
自
ら
の
言
語
l
|
こ
の
場
合
は
古
代
ト
ル
コ
語
l
l

で
歴
史

記
録
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

突
厭
第
二
帝
国
時
代
の
突
廠
文
字
資
料
と
し
て
は
、
ク
ト
ル
グ
と

と
も
に
突
蕨
復
興
に
尽
力
し
た
名
将
卜

ニ
ュ

ク
ク
が
自
ら
撰
述
し
た

「
卜
ニ
ュ
ク
ク
碑
文
」
(
七
一
六
頃
撰
述
、
七
二
五
頃
建
立
)
や
、
ク

ト
ル
グ
の
二
人
の
息
子
ビ
ル
ゲ
可
汗
・
キ
ョ
ル
H

テ
ギ
ン
の
追
悼
の

た
め
に
建
立
さ
れ
た
「
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
」
(
七
三
五
建
立
)
・
「
キ

ヨ
ル

H
テ
ギ
ン
碑
文
」
(
七
三
二
建
立
、
図
日
)
が
最
も
重
要
で
あ

..，' ...司
介
ハ

ー 圃

唱

松井

図 10 キョル=テギン

碑文突蕨文字面拓本
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り
、
そ
の
告
に
は
あ
る
突
駅
王
腕
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
オ
ン
ギ
碑

文
や
、
そ
れ
に
次
ぐ
突
械
貴
族
の
た
め
の
キ
ュ
ワ
れ
い
チ
タ
ル
錦
文
な

ど
が
あ
る
む
い
ず
れ
も
故
人
を
埠
悼
し
そ
の
事
畿
を
記
す
も
の
で
あ

る
c

こ
の
う
ち
キ
ョ
ル
U

テ
ギ
ン
碑
文
に
辻
、
当
時
の
一
語
皇
帝
玄
宗

が
実
萩
と
の
和
野
を
願
っ
て
製
し
た
漢
語
の
追
埠
文
が
会
壁
さ
れ
て

い
る
む
し
か
し
突
蕨
文
字
古
代
ト
ル
コ
語
語
ζ

は
、
キ
ョ
ル
日
テ
ギ

ン
の
元
ど
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
と
し
て
、
東
実
再
燃
の
援
亡
の
歴
史
的
経

緯
を
患
い
起
こ
さ
せ
つ
つ
突
販
人
の
↑
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
鼓
舞

し
、
曹
と
必
要
以
内
と
に
親
交
・
接
触
す
る
こ
と
を
戒
め
る
内
容
が
あ

る
ち
一
つ
の
碍
石
の
表
裏
に
同
時
に
記
さ
れ
る
突
鞍
e

窟
む
思
惑
の

違
い
辻
、
突
較
文
字
創
製
以
前
の
滋
牧
盟
家
む
控
史
そ
漢
文
史
料
に

主
挺
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
際
、
そ
れ
と
知
ら
ず
立
中
国
王
朝

の
翠
点
二
櫛
理
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
る
金
険
性
を
、
島
ら
た
め
で
痛

感
さ
せ
る
。

な
お
、
実
原
文
字
が
い
つ
・
ど
の
よ
う
に
し
て
考
案
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
は
、
未
だ
に
不
明
の
点
が
多
い
。
前
車
に
述
べ
た
よ
う
な
突

寂
と
ソ
グ
ド
入
と
の
密
接
な
文
北
的
交
流
に
護
み
て
、
突
願
文
字
の

起
源
を
ソ
グ
ド
文
字
に
求
め
る
見
解
が
か
つ
て
は
壱
力
で
あ
っ
た
が
、

現
実
に
は
両
者
の
各
文
字
の
形
態
辻
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
近

年
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
突
鞍
第
二
帝
国
は
八
世
紀
中
葉
に
滋
亡
し
、
こ
れ
に
か
わ
っ

て
間
じ
く
ト
ル
コ
系
の
ウ
イ
グ
ル
遊
牧
者
揺
が
そ
ン
ブ
ル
高
服
に
成

立
一
す
る
む
し
か
し
、
突
厭
文
字
は
そ
の
ま
ま
ウ
イ
グ
ル
帝
閣
下
で
も

吉
代
ト
ル
コ
語
を
表
記
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た

5

ウ
イ
グ
ル
の
第

A

代

可

汗

の

シ

ネ

ウ

ス

・

タ

リ

ア

ト

の

馬

辞

文

や

、

ウ

イ

グ

ル

荷

績

を

伝

え

る

テ

ス

碑

文

な

ど

が

ウ

イ

グ

ル

靖

国

時

代

文

と

し

て

あ

げ

ら

れ

る

。

ま

た

、

イ

ぷ

ニ
セ
イ
河
流
域
か
ら
も
、
突
軟
・
ウ
イ
グ
ル
に
敵
対
し
て
い
た
ト
ル

コ
系
キ
》
ギ
ズ
遊
牧
畏
の
手
に
な
る
突
版
文
字
碑
文
が
多
数
発
見
さ
知

れ
て
お
り
、
七

i
一
O
世
紀
に
黒
海
北
岸
に
或
立
し
た
ト
ル
コ
系
ハ
刻

ザ
1

ル
遊
牧
富
家
で
も
突
鞍
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
徴
註
が
あ
る

3

洋

さ
ら
に
近
年
、
シ
ベ
リ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
も
草
原
地
誌
の
諸
遺

E

跡
か
ら
突
一
歎
文
字
の
銘
文
資
料
が
収
集
さ
れ
始
め
て
お
り
、
今
後
の

分
析
が
期
待
さ
れ
る

5

ウ
イ
グ
ル
若
田

ι
つ
い
て
、
前
述
の
シ
ネ
ウ
ス
碑
文
は
「
ゾ
グ
ド

人
・
漢
人
む
た
め
に
セ
レ
ン
ゲ
河
畔
に
パ
イ
打
、
パ
リ
ク
を
建
設
し
た
」

と
い
う
c

パ
イ
ゴ
パ
ワ
ク
と
は
古
代
ト
ル
コ
語
で
平
間
?
の
都
城
」
の

意
で
品
り
、
こ
れ
は
皆
代
の
漢
文
史
料
で
も
…
審
議
域
一
と
呼
ば
れ
、

現
在
で
も
モ
ン
ゴ
ル
盟
に
そ
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
つ
ウ
イ
グ
ル
帝

国
は
、
ソ
グ
ド
人
・
漢
人
な
ど
の
商
業
民
の
交
易
活
動
を
さ
ら
に
振

興
さ
せ
る
べ
く
、
あ
え
て
草
原
の
な
か
に
高
業
拠
点
と
し
て
の
城
郭

都
市
を
建
造
し
た
の
で
あ
る
。
唐
王
朝
の
屋
ム
ロ
骨
を
揺
る
が
し
た
安

史
の
乱
(
七
五
五

i
七
六
三
一
)
の
鎮
圧
を
援
助
し
、
言
王
朝
に
対
し

告
に
た
っ
た
ウ
イ
グ
ル
は
、
ソ
グ
ド
寝
入
と
結
託
し
て

最
大
提
に
利
用
し
、
絹
馬
交
易
に
よ
っ
て
貨
瞥
と
し
て

に
護
得
し
た
り
ま
た
、
第
三
代
可
汗
め
牟
羽
可
汗
(

九
〉
は
、
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が
…
…
付
加
持
し
て
い
た
マ

サ

サ

ン

て

中

央

ア

ジ

466 



て
い
た
マ
ニ
教
教
団
に
国
家
的
な
保
護
を
与
え
た
。
以
上
の
点
か
ら

み
て
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
は
突
販
を
上
回
る
水
準
で
ソ
グ
ド
人
と
の
文

化
的
・
経
済
的
関
係
を
構
築
し
た
と
い
え
る
。
パ

イ
パ
リ
ク
と
は
別

に
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
建
設
さ
れ
た
首
都
オ
ル
ド
パ
リ
ク
(
現
在
の
カ

カラ=バルガスン碑文の碑頭の部分の断片

ラ
H

バ
ル
ガ
ス
ン
遺
跡
)
に
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
マ
ニ
教
信
仰
を
称

賛
す
る
目
的
で
建
立
さ
れ
た
碑
文
(
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
リ
バ
ル
ガ
ス
ン

碑
文
、
図
日
)
は
、
突
厭
文
字
古
代
ト
ル
コ
語
・

ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ

ド
語
・
漢
文
の
三
言
語
で
記
さ
れ
て
お
り
、
ソ
グ
ド
文
字
ソ
グ
ド
語

が
ウ
イ
グ
ル
帝
国
に
お
い
て
も
公
用
語
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る

D

こ
の
よ
う
に
ソ
グ
ド
文
字
文
化
と
の
関
係
を
深
め
る
な
か
で
、
ウ

イ
グ
ル
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
言
語
で
あ
る
古
代
ト
ル
コ
語
を
表

記
す
る
に
際
し
て
、
突
厭
文
字
の
ほ
か
に
ソ
グ
ド
文
字
を
も
用
い
る

こ
と
も
試
み
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

D

次
節
に
み
る
よ
う
に
、
ソ
グ

ド
文
字
が
「
ウ
イ
グ
ル
文
字
」
と
な
っ
て
い
く
土
壌
は
、
こ
の
頃
に

徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

西
ウ
イ
グ
ル
王
国
の
成
立
と
「
卜
ル
キ
ス
タ
ン
化
」

図 11

唐
王
朝
を
圧
倒
し
て
東
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
覇
者
と
な
っ
た
ウ
イ
グ

ル
帝
国
も
、
八
四

O
年
前
後
、
相
次
ぐ
天
災
と
内
乱
に
よ
っ
て
瓦
解

し
、
ウ
イ
グ
ル
遊
牧
民
は
い
く
つ
か
の
集
団
に
分
か
れ
て
モ
ン
ゴ
ル

高
原
か
ら
各
地
へ
逃
れ
て
い
く
。
そ
の
う
ち
の
多
く
の
集
団
は
西
方

へ
逃
れ
、

天
山
山
脈
東
部
の
草
原
地
帯
に
新
た
に
拠
点
を
置
き
、
そ

こ
か
ら
天
山
南
麓
・
タ
リ
ム
盆
地
北
縁
の
オ
ア
シ
ス
都
市
に
支
配
者

と
し
て
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。
唐
王
朝
は
安
史
の
乱
以
降
の
弱
体
化

の
結
果
、
八
世
紀
末
、
タ
リ
ム
盆
地
の
支
配
を
放
棄
し
て
お
り
、
そ

れ
以
降
当
地
は
す
で
に
ウ
イ
グ
ル
の
勢
力
下
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の

松井文字文化か らみた草原とオアシス の世界467 



図 12 敦煙出土のソグド語商業文書

左から 16-17行目， 19-20行目にウイク

よ
う
に
し
て
九
世
紀
後
半
に
東
部
天
山
・
タ
リ
ム

盆
地
に
成
立
し
た

ウ
イ
グ
ル
亡
命
王
国
を
、
西
ウ
イ
グ
ル
王
国
(
ま
た
は
天
山
ウ
イ
グ

ル
王
国
)
と
称
す
る
。

さ
て
、
新
た
に
タ
リ
ム
盆
地
の
諸
オ
ア
シ
ス
地
帯
を
直
接
支
配
す

る
こ
と
と
な
っ
た
ウ
イ
グ
ル
遊
牧
民
は
、
こ
の
段
階
で
は
そ
の
多
く

が
依
然
と
し
て
マ
ニ
教
徒
で
あ
っ
た
。
一
方
、
支
配
下
の
諸
オ
ア
シ

ス
で
は
、
第

一
節
に
み
た
よ
う
に
、
仏
教
を
信
仰
す
る
漢
人
や
イ
ン

ド
系
・
イ
ラ
ン
系
の
住
民
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
支

配
層
と
被
支
配
層
の
間
で
は
、
生
業
(
遊
牧
農
業
・
商
業
)
、
宗

教
(
マ
ニ
教
仏
教
)
、
文
字
言
語
(
古
代
ト
ル
コ
語
H
ウ
イ
グ
ル

語

漢

語

・
イ

ン
ド
系

・
イ
ラ

ン
系
諸
語
)
と
い
う
、
文
化
的
な
対

立
軸
が
た
ち
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
文
字
文
化

・
言
語
文
化
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
人
た

ち
は
、
西
方
移
住
後
も
し
ば
ら
く
は
突
厭
文
字
を
使
用
し
て
い
た
が
、

ま
も
な
く
完
全
に
ソ
グ
ド
文
字
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
し
ソ
グ
ド
文
字
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
語
表
記
法
が
確
立
す
る
ま
で
は
、

彼
ら
は
ソ
グ
ド
語
を
自
分
た
ち
の
文
章
語
と
し
て
用
い
た
ら
し
い
。

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
や
敦
埋
か
ら
出
土
し
た

一
O
世
紀
頃
の
ソ
グ
ド
語
文

献
に
は
、
一
部
に
ト
ル
コ
語
リ
ウ
イ
グ
ル
語
が
交
じ
っ
た
も
の

(図

ロ
)
や
、
ウ
イ
グ
ル
語
の
名
前
を
持
つ
者
が
ソ
グ
ド
語
で
書
い
た
祈

願
文
な
ど
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
ウ
イ
グ
ル
語
を
母
語
と

す
る
者
が
ソ
グ
ド
語
を
文
章
語
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
ウ
イ
グ
ル
語
の
表
記
法
が
確
立
す

る
と
、
政
治
的
な
支
配
者
の
言
語
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
語
が
ソ
グ
ド
語
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よ
り
も
穫
勢
と
な
り
、
逆
に
ソ
グ
ド
語
話
者
の
方
が
ウ
イ
グ
ル
語
を

捷
書
す
る
よ
う
に
な
っ
た
出
こ
れ
が
す
な
わ
ち
ソ
グ
ド
人
の
「
ウ
イ

グ
ル
化
H

ト
ル
コ
化
」
で
あ
り
、
ソ
グ
ド
文
字
の
「
ウ
イ
グ
ル

表2

玄
白
一
;
日

ニ
IY
一
.
れ
一

L
一

1

一・
1

一

P

《

一

v
Q
d

e

一

vρ
に

一

F

h

ク
一
&
一
泊

イ
…

q
一

V
M

ウ
…

y
一

asun 

paramIt 

きiki

化
で
あ
る
。

一
方
、
宗
教
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
タ
リ
ノ
ム
盆
地
の
諸
仏
教
教
自

は
、
マ
ニ
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
吊
諾
や
マ
ニ
教
経
典
の
種
々
の
形

態
的
特
設
を
採
り
入
れ
つ
つ
ト
ル
コ
語
ウ
イ
グ
ル
語
の
仏
教
経
由
(

を
生
み
出
し
、
マ
ニ
教
徒
の
ウ
イ
グ
ル
支
配
属
に
対
し
て
熱
心
に
改

宗
そ
働
き
か
け
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
一

C
世
紀
に
な
る
と
ウ
イ

グ
ル
支
配
層
に
も
徐
々
に
仏
教
が
没
透
し
た
。

こ
の
改
宗
工
作
の
最
初
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
ト
カ

ラ
人
(
こ
こ
で
は
ク
チ
ャ
語
・
ア
グ
ニ
語
話
者
の
総
称
と
し
て
用
い

る
)
で
る
っ
た
む
表

2
に
示
し
た
よ
う
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と

ウ
イ
グ
ル
語
で
は
、
詞
と
仏
教
用
語
で
も
語
末
の
音
の
形
式
が
若
干

巽
詰
る
。
こ
の
現
象
辻
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
一
誌
が
そ
の
ま
ま
ウ
イ
グ

ル
語
に
借
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
端
ト
カ
ラ
語
(
ク
チ
ャ
語
・

ア
グ
ニ
語
〉
を
経
岳
し
た
と
み
な
す
こ
と
で
説
明
さ
れ
、
換
一
一
一
一
印
す
れ

ば
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
ト
カ
ラ
人
弘
教
教
団
か
ら
仏
教
用
語
を
学
ん

だ
こ
と
を
…
ぶ
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
い
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
弘
教
文
献

に
辻
、
輪
彊
を
一
般
的
な
六
道
(
h
L

八
道
・
人
間
道
・
畜
生
道
・
地
獄

道
・
蟻
兎
道
・
阿
修
羅
道
)
で
は
な
く
、
阿
霧
羅
滋
を
欠
く
五
道
で

説
く
も
の
が
あ
る
が
、
五
道
告
説
く
の
は
部
派
仏
教
(
い
わ
ゆ
る
小

東
仏
教
)
、
な
か
で
も
説
一
切
有
部
系
の
影
響
が
強
い
ト
カ
ラ
仏
教

の
特
徴
で
も
£
る
。
ウ
イ
グ
ル
に
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
脅
か

れ
た
も
の
以
外
に
ブ
ラ

1
フ

ミ

も

の

〈

図

日

〉

も
あ
る
が
、
そ
の
ブ

i
フ
ミ

ト
カ
ラ
語
表
記
用

松井とオアシス文字文化か469 



図 13 ブラーフミ一文字ウイグル語のアビダルマ論書

図 14 トゥルファン出土の契丹版『増董阿含経』断片

欄外に 「この増(萱)阿含を読んだ」というウイグル語の題記がある
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つ
い
で
一

O
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
漢
人
の
仏
教
教
団
が
、
卜
カ

ラ
仏
教
教
団
を
上
回
る
規
模
で
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
仏
教
改
宗
工
作
を

進
め
て
い
っ
た
。
多
数
の
漢
文
仏
教
経
典
が
ウ
イ
グ
ル
に
翻
訳
さ
れ
、

ウ
イ
グ
ル
人
仏
教
徒
の
な
か
に
も
漢
文
仏
教
を
学
習
す
る
者
が
増
え

て
い
く
(
図

U
)
。
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
仏
典
の
中
に
は
、
漢
文
原
典

を
「
訓
読
」
し
て
読
み
下
し
た
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
あ
い
だ
に
仏
教
が
浸
透
し
た
結
果
、
一

O
世

紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
に
は
西
ウ
イ
グ
ル
支
配
層
の
ほ
と
ん
ど
が

仏
教
に
改
宗
し
、
ウ
イ
グ
ル
H

マ
ニ
教
は
衰
退
に
向
か
う
こ
と
と
な

図 15 美文・ウイグル文対訳の土地売買契約証文

っ
た
。漢

字
・
漢
語
文
化
は
、
仏
教
以
外
の
側
面
に
お
い
て
も
、
遊
牧
ウ

イ
グ
ル
支
配
層
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
も
そ
も
タ
リ
ム
盆

地
に
は
、
唐
の
西
域
支
配
時
代
に
、
漢
文
文
書
に
基
づ
く
種
々
の
統

治
制
度
や
行
政
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
唐
に

代
わ
っ
て
当
地
を
新
た
に
支
配
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
継
承
し
た
。
ま
た
、
オ
ア
シ
ス
都
市
を
支
配
す
る
過
程
で
、

ウ
イ
グ
ル
支
配
層
の
中
に
は
都
市
民
す
な
わ
ち
商
業
民
・
農
耕
民
と

な
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
前
掲
の
図
ロ
は
、
ソ
グ
ド
商
人
の
世
界

に
ウ
イ
グ
ル
人
が
進
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
実
例
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
ソ
グ
ド
人
以
外
の
漢
人
・
卜
カ
ラ
人
の
商
業
民
・
農
耕
民
と

も
、
動
産
・
不
動
産
の
売
買
、
土
地
そ
の
他
の
賃
貸
借
、
金
銭
・
穀

物
の
消
費
貸
借
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
な
交
渉
を
も
っ
た
。
図

日
に
示
し
た
の
は
、
漢
文
・
ウ
イ
グ
ル
文
の
双
方
で
記
さ
れ
た
土
地

売
買
の
契
約
証
文
で
あ
る
。
漢
文
の
方
が
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
、

そ
の
行
聞
に
ウ
イ
グ
ル
文
の
逐
語
訳
が
小
字
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
み
て
、
こ
の
文
書
は
、
漢
人
が
多
数
を
占
め
る
オ
ア
シ
ス
都

市
社
会
に
ウ
イ
グ
ル
人
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
漢
人
か
ら
契
約

慣
行
や
証
文
作
成
の
技
法
を
吸
収
し
始
め
た
時
期
の
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
の
ち
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
(
一
三

1
一
四
世
紀
)
に
至
る

ま
で
、
ウ
イ
グ
ル
文
の
契
約
文
書
類
の
書
式
や
用
語
に
は
、
漢
文
契

約
文
書
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
ウ
イ
グ
ル
人
と
の
接
触
・
交
流
が
深
ま
る
中
で
、
血
統

的
に
は
漢
人
・
卜
カ
ラ
人
に
属
す
る
人
々
も
、
や
は
り
ソ
グ
ド
人
と

松井文字文化からみた草原とオア シスの世界471 



間

様

、

支

配

者

の

で

あ

る

ウ

イ

グ

ル

ト

ル

コ

語

を

用

い

る

よ
う
に
な
り
、
タ
リ
ム
盆
地
日
日
中
央
ア
ジ
ア
は
ト
ル
コ
語
話
者
の
世

界
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
へ
と
変
質
し
て
い
く
。
と
法
い
え
、
漢
字
や

ブ
ラ

l
フ
ミ

i
文
字
を
護
用
す
る
伝
統
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

仏
教
と
結
び
つ
い
た
形
で
部
分
的
に
受
け
継
が
れ
て
、
後
の
モ
ン
ゴ

ル
帝
悶
時
代
に
歪
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ス
ト
リ
ウ

ス
派
キ
リ
ス
ト
教
に
矯
依
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
も
て
お
り
、
彼

ら

は

ウ

イ

グ

ル

シ

リ

ア

文

字

を

用

い

し
て
い
る
。

五

ウ
イ
グ
ん
文
字
文
化
と
モ
ン
ゴ
ル
膏
冨
時
代
の

語
文
化

ウ

イ

グ

ル

に

わ

た

っ

て

権

い

て

い

た

そ

ン

ル

は

、

チ

ン

ギ
ス
ば
カ
ン
が
謡
選
校
集
団
告
統
一
し
て
モ
ン
ゴ
ル
を
た
て
る

(
一
二

O
六
)
む
そ
の
痘
前
、
チ
ン
ギ
ス
日
カ
ン
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
タ

タ
ト
ン
ガ
を
通
じ
て
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
を
使
用
す
る
文
書
行
政
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
む
さ
ら
に
一
二

O
九
年
に
西
ウ
イ
グ
ル
壬
国

が
国
を
挙
げ
て
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
帰
順
す
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は

多
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
行
政
官
僚
や
チ
ン
ギ
ス
家
の
子
弟
の
家
庭
教

師
と
し
て
民
男
し
た
む
こ
う
し
て
一
一
一
一
計
紀
以
務
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の

あ

い

だ

で

は

ウ

イ

グ

ル

よ

る

モ

ン

ゴ

ル

語

お

モ

ン

ゴ

ル

ピ

ラ

イ

は

、

チ

ベ

ッ

パ
ク
パ
に
舟
仁
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
に
碁
♂
つ
い
て
新
た
に
パ
ク
パ

(
い
わ
ゆ
る
パ
ス
パ
文
字
・
八
思
記
文
字
〉
を
創
製
さ
せ
て
小

に
制
定
す
る
こ
二
六
九
年
〉
が
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
そ
の
後
も

1

1

モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
内
部
で
す
ら

i

費
用
さ
れ
続
け
(
図
国
)
、

一
四
世
紀
末
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
U

元
朝
が
議
亡
し
て
以
降
に
は
ウ
イ

グ
ル
文
字
が
「
モ
ン
ゴ
ル
文
字
」
と
呼
ば
れ
る
に
い
た
る
。
ち
な
み

に
、
中
留
の
内
議
古
自
治
区
で
現
在
で
も
寵
用
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
文
字
(
緩
欝
議
モ
ン
ゴ
ル
文
字
)
も
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
末
商
な
の

で
あ
り
、
一
七
世
紀
に
清
朝
告
た
て
た
溝
綿
入
が
作
製
し
た
満
洲
文

字
も
、
も
と
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
通

れ
ば
ウ
イ
グ
ル
文
字
に
由
来
す
る
。

さ
て
モ
ン
ゴ
ル
高
原
統
一
の
後
、
チ
ン
ギ
ス
リ
カ
ン
は
東
西
に
軍

事
活
動
を
展
開
し
、
各
地
を
支
記
下
に
組
み
込
ん
で
い
く
。
こ
う
し

て
モ
ン
ゴ
ル
苦
国
に
征
服
さ
れ
た
地
域
で
も
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン

ゴ
ル
一
時
間
的
知
議
は
行
政
官
に
と
っ
て
必
禁
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
言
い

換
え
れ
ば
、
被
征
服
地
域
の
出
身
者

i
l
漢

入

や

イ

ラ

ン

人

で

も
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
詰
め
知
騒
が
あ
れ
ば
、
実
務
官
棟
と

し
て
出
壁
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
実
剖
も

少
な
く
な
い

G

当
然
な
が
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
も
と
よ
り
ウ
イ

グ
ル
文
字
に
通
じ
て
お
り
、
ま
た
ウ
イ
グ
ル
語
l
j

ト
ル
コ
語
と
モ
ン

ゴ
ル
語
の
言
語
的
親
縁
性
か

3

り
し
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
機
構
に

進
出
し
て
い
く
う
え
で
ま
こ
と
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は

モ

ン

ゴ

ル

に

し

て

、

そ

の

活

動

範

囲

告

東

関
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図 16 内蒙古自治区ハラホ卜遺跡出土モンゴル語・漫語合童文書

ウイグル文字モンゴル語によ るモン コル王族の命令書(右半)にそれを翻訳した漢文

文書 (左半)が貼り継がれている。吉田IIIJj- ・チ メドドルジ(編)rハラ ホ卜出土モ

ンコール語文書の研究』雄山閣， 2008， No.18参照

に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
第
五
代
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
の
も
と
に
出
仕
し
た

ウ
イ
グ
ル
人
イ
グ
ミ
シ
ュ
(
亦
黒
迷
失
)
な
ど
は
、
僧
迦
刺
国
(
ス

リ
ラ
ン
カ
)
や
馬
八
児
国
(
南
イ
ン
ド
)
に
ま
で
外
交
使
節
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
る
し
、
中
国
福
建
省
の
泉
州
に
は
、

中
東
か
ら
来
往

し
た
イ
ス
ラ

i
ム
教
徒
や
西
欧
か
ら
の
カ
ト
リ

ッ
ク
宣
教
師
の
他
に
、

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
移
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
集
住
し

て
い
た
(
図
打
)
。
中
央
ア
ナ
ト
リ
ア
地
方
で
一
四
世
紀
に
作
製
さ

れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
寄
進
文
書
で
も
、
ア
フ
マ
ド
と
い
う
イ
ス
ラ
l
ム

教
徒
名
を
も
っ
将
官
が
、
寄
進
者
と
し
て
署
名
す
る
際
に
ア
ラ
ビ
ア

松井

図 17 泉州のウイグル人キリスト教徒の墓誌銘

(シリア文字ウイグル語)
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図 18 アラビア文・ウイグル文合壁の寄進文書

西暦 1326年に中央アナトリアの都市スィヴァスで作成されたも の。長さ 2.7mに及

ぶ長大な寄進文書の末尾部分で，寄進の立会人の署名にも，アラヒア語以外にウイ

グル文字 トルコ語を用いたも のがある。D.J. Roxburgh， Turks: A Journey 01 a 

Thousand Years， London， 2005， p. 137参照

文
字
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
な
く
ウ
イ
グ
ル
字
ト
ル
コ
語
を
用
い
て
い
る

例
が
あ
る
(
図
凶
)
。
さ
ら
に
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
は
、
帝
国
の
支
配

層
を
な
す
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
て
も
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の

宗
教
文
化
を
も
た
胃
り
し
た
。
か
つ
て
、
ソ
グ
ド
人
や
ト
カ
ラ
人
が
ウ

イ
グ
ル
人
に
対
し
て
果
た
し
た
文
化
的
な
役
割
を
、
今
度
は
ウ
イ
グ

ル
人
が
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
て
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
支
配
の
も
と
で
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地

の
諸
文
化
圏
か
ら
様
々
な
人
と
モ
ノ
が
往
来
し
、
活
発
な
文
化
交
流
・

文
化
混
清
が
展
開
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
本
拠
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア

リ

タ
リ
ム
盆
地
東
半
部
で
も
こ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述

し
た
パ
ク
パ
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
字
母
を
列
記
し
さ
ら
に
ウ
イ
グ

ル
文
字
で
発
音
を
併
記
し
た
一
覧
表
が
中
央
ア
ジ
ア
で
発
見
さ
れ
て

い
る
(
図
叩
)
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
熱
心
に
パ
ク
パ
字
を
学
習
す
る
様

を
街
備
と
さ
せ
る
。
パ

ク
パ
文
字
・
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
モ
ン
ゴ
ル
語

印
刷
仏
典
も
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
読
者
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
話

者
H

モ
ン
ゴ
ル
人
だ
け
で
な
く
ウ
イ
グ
ル
人
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
中
国
に
お
け
る
印
刷
技
術
の
発
展
は
、
ウ
イ
グ
ル
仏
教
に
対
し

て
ウ
イ
グ
ル
語
仏
典
の
大
量
出
版
と
い
う
思
恵
を
も
た
胃
り
し
た
。
一

三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
歴
代
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
が
特
に
重
視
・
優
遇

し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
も
ウ
イ
グ
ル
人
の
あ
い
だ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

チ
ベ

ッ
ト
語
原
典
か
ら
翻
訳
さ
れ
、
中
国
で
印
刷
さ
れ
た
仏
典
が
中

央
ア
ジ
ア
に
も
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
(
図
却
)
D

そ
の
他
、
中

国
か
ら
は
民
間
信
仰
に
由
来
す
る
易
書
や
麿
占
書
も
多
数
翻
案
・
翻

訳
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
西
ア
ジ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
西
部
の
イ
ス

474 東洋文化研究 11号



ラ
1
ム
教
徒
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
支
配
下
の
中
園
地
域
に
大
量
に
来
到

・

移
住
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
語
経
済
文
書

類
を
見
る
限
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ラ
ス
1

ル

・
ム
パ

|
ラ
ク
と
い
っ

た
イ

ス
ラ

|
ム
教
徒
名
は
全
体
か
ら
み
て
ご
く
少
数
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
1
ム
的
風
水
占
い
や
ア
ラ
ブ

・
ペ
ル
シ
ア
文
学
に
関
す
る
文
献
も

わ
ず
か
に
現
存
す
る
が
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
に
お
け
る
タ
リ
ム
盆

地
東
半
部
へ
の
イ
ス
ラ
1

ム
文
化
の
流
入
は
ま
だ
ま
だ
散
発
的

・
限

定
的
な
も
の
だ

っ
た
。

図 19 中央アジア出土パクパ文字表

パクパ字の左側に，それぞれの発音がウ イグル字

で表罰さ れる

お
わ
り
に

古
代
か
ら

一
三

・
一
回
世
紀
に
至
る
ま
で
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た

よ
う
な
多
様
な
文
字
文
化

・
号一口語
文
化
の
交
流
を
生
み
出
し
て
き
た

中
央
ア
ジ
ア

H
タ
リ
ム
盆
地
の
オ
ア
シ
ス
地
域
も
、

一
六
世
紀
以
降

に
は
完
全
に
イ
ス
ラ

l
ム
文
化

一
色
に
覆
い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
近
代
以
降
に
清
朝

・
中
華
民
国

・
中
華
人
民
共
和
国
政
権
の

も
と
で
大
量
の
漢
族
が
流
入
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
社

「明霊視糊刑事漏れ
i おl ~~母連軍事tl.m羽織

羽白磁窃畑剥側司~1(
e制調剤l司君事羽澗亀 JI

電電ミ繍耐碩i司制調副担額

i剥溺舎営吋

図 20 チベット語原典から翻訳されたウイグ

ル語訳 『聖救度併母ニ十一種礼賛経』

上半にサ ンスク リy ト語とチベッ ト語原文が記される

松井文字文化からみた草原とオアシスの世界475 



会

の

あ

ら

ゆ

る

樹

歪

で

漢

字

・

な

て

い

る

。

最
近
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
反
一
で
は
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
に
よ
る
高

等
教
育
が
礎
止
さ
れ
、
一

O
世
紀
以
来
、
現
地
住
民
が
罷
っ
て
い
た

ト

ル

コ

官

る

と

い

う

危

機

感

に

基

づ

く

民

族

主

義

的

反

発

と

、

て

さ

ら

・

へ
て
い

こ

の

い

滋

か

は
欠
け
て
い
る
c

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
の
な
か
で
生
組
し
て
き
た

諸
文
化
の
交
流
・
対
立
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
は
、
新
彊
だ
け
で

な
く
現
代
世
界
各
地
む
諸
文
化
の
対
立
を
解
く
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
言
来
「
草
原
と

オ
ア
シ
ス
り
世
界
」
に
興
亡
し
た
多
く
の
文
字
文
化
・
ニ
一
-
口
語
文
化
の

歴
史
の
は
、
法
し
て
街
学
趣
味
の
対
象
で
誌
な
く
、
現
代
的

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
む

、注(
1
)

ル
コ
ッ
ク
(
木
下
龍
也
訳
)
司
中
央
ア
ジ
ア
秘
宝
発
掘
記
』
中

公
文
産
、
二
ハ
ゾ
つ
二
、
二
六
頁
。

(
2
〉
ニ
ヤ
遺
鉱
山
出
土
の
カ
ロ
|
シ
ュ
テ
ィ
i
文
字
本
簡
を
歴
史
学
的
に

利
用
し
た
研
究
と
し
て
は
、
模
一
堆
一
中
央
ア
ジ
ア
・
オ
ア
シ
ス
都

強
格
」
吋
価
税
…
雄
著
作
集
・
第
1
巻
中
央
ア
ジ
ア
巾
叫
ん
I
』

ニ
年
(
初
出

λ
岩
崎
箆
世
界
臆
史
・
古
代

九
七
一
年
九
長
滞
山
吋
機
械
翻
五
悶
巾
ん
の
研

九
九
六
年
。
ま
た
、
九
九

C
年
代
心
日
中

6
い
岩
波
警
告
、

究
一
…
護
出
関
市
程
、

ヤ
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
多
数
の
新
史
料
が
将

来
さ
れ
て
い
る
。
自
中
共
同
ニ
ヤ
遺
跡
調
資
諒
吋
日
中
共
同
ニ
ヤ
遺

跡
学
議
議
査
報
告
品
皆
川
第
，
巻

1
第
二
一
巻
、
一
九
九
六

1
ニ
O
C七

年
。
さ
る
に
近
年
、
戦
乱
に
よ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
流
出
し
た

カ
ロ
i
シ
ュ
テ
ィ
i
文
字
仏
典
写
本
が
校
集
さ
れ
、
仏
教
の
中
央
ア

ジ
ア
進
出
の
最
初
期
に
属
す
る
資
料
と
し
て
詮

E
さ
れ
て
い
る
。
松

田
和
語
一
バ
i
ミ
ヤ
ン
渓
谷
か
ら
現
れ
た
仏
教
写
本
の
諸
相
一
『
士
口

典
学
治
時
講
築
』
七
、
二

O
C
C年。

(
3
〉
以
と
、
ク
イ
ナ
ャ
出
土
の
ブ
ラ
i
ブ
ミ
i
文
字
文
献
に
反
映
す
る
当

地
の
仏
教
文
化
の
発
服
に
つ
い
て
は
、
中
谷
英
明
…
足
寺
足
僧
(
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
か
ら
見
る
亀
誕
の
仏
教
と
桑
山
正
道
(
一
繍
)

「
慧
語
往
五
天
竺
国
伝
研
究
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九

九
二
、
一
八
七

1
一
九

O
頁
を
参
照
。

(
4
)

大
連
孝
「
新
彊
イ
リ
河
流
域
の
ソ
グ
ド
語
銘
文
石
人
に
つ
い
て
」

2
樹
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
」
倒
的
罷
二
コ
、
一
九
九
九
年
。
な

お
、
突
鞍
時
代
に
製
作
さ
れ
た
石
人
に
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
諸
遺
跡

の
議
題
業
能
に
み
え
る
人
物
表
現
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
る
こ
と
も
注
目
は
領
す
る
。
林
後
推
…
突
阪
の
石
人
に
見
ら

れ
る
ソ
グ
ド
の
影
響
」
吋
創
部
大
学
人
文
議
集
日
五
、
一
九
九
三
年
。

(
5
)

吉
田
豊
一
ソ
グ
ド
人
と
ト
ル
コ
人
の
関
捺
に
つ
い
て
の
ソ
グ
ド
詰

資
料
2
件
一
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
」
六
七
、
ゅ
一

C
二
七
年
、
四
九

1

五
二
頁
。
楽
新
江
(
西
村
陽
子
訳
)
一
新
出
吐
魯
番
文
書
に
見
え
る

唐
龍
携
年
間
の
晋
遅
様
部
議
接
設
需
題
」
「
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
頭

一
、
二

C
C八
年
。

パ
辺
大
阪
第
二
一
円
汗
留
に
お
け
る
吋
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
い

ル

コ

民

版

史

研

究

山

中

間

出

版

社

、

九

九

一

東洋文化研究 11



年
、
九
八

1
一
三
二
頁
。

(
7
)

護
雅
夫
「
第
三
章
イ
ェ
ニ
セ
イ
銘
文
剖
記
」
『
古
代
ト
ル
コ
民

族
史
研
究
』
第
二
巻
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(
8
)

松
井
太
「
第
三
八
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
者
会
議
報

告
・
中
央
ア
ジ
ア
関
係
」
『
東
方
学
会
報
』
九
三
、
二

O
O八
年
、

一
六
頁
。

(
9
)

森
安
孝
夫
「
ト
ル
コ
仏
教
の
源
流
と
古
ト
ル
コ
語
仏
典
の
出
現
」

『
史
学
雑
誌
』
九
八
四
、
一
九
八
九
年
を
参
照
。

(
叩
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
井
太
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
ウ
イ
グ
リ
ス
タ

ン
税
役
制
度
と
そ
の
淵
源
」
『
東
洋
学
報
』
七
九
i
四
、
一
九
九
八

年
、
お
よ
び
ロ
巴

F
F
Z
E・、
Hdm
一
同
己
目
。
ロ
∞
u
B吉
田
∞
自
∞
2
ロ
日

匹
。
戸
に
m
Z
H
d
m
H
丘
富
。
口
問
。
-
口
。
の
己
目
。
ロ
宮
内
可
。
目
、
HdZ
岡
市
回
口
一
〉
口

。
〈
⑦
吋
戸
、
汚
名
・
吋
4
1
Q
己
的
。
丹
江
。
己
的
。
¥
円
、
呂
町
お
な
可
『
N
Q
江。『
N
Q
~

向。『
H
L
1

ミ
4
2
N
2

。
¥
同
S
Z
3
h
E門

t
a
g
-
N
C
C印
を
参
照
。

(
日
)
護
雅
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
消
費
貸
借
文
書
」
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史

研
究
』
第
三
巻
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
森
安
孝
夫
「
ウ
イ

グ
ル
文
書
剖
記
(
そ
の
一
)
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
四
、
一
九

八
八
年
、
お
よ
び
庁
冨
ミ
ぞ
g
z
F
H
)・
N
ぽ

E
P
『
き
自
の
E
5
2

5
5
m
F号
口
。

2
E
g
g
-
『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
一
四
、

一
九
九
九
年
を
参
照
。

(
ロ
)
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
仏
教
受
容
に
つ
い
て
、
一
般
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
彦
警
が
喧
伝
さ
れ
る
が
、
ご
く
初
期
段
階
で
は
ウ
イ
グ
ル
仏
教

の
影
響
力
が
強
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
庄
垣
内
正
弘
「
『
古

代
ウ
イ
グ
ル
語
』
に
お
け
る
イ
ン
ド
来
源
借
用
語
量
の
導
入
経
路
に

つ
い
て
」
(
表
2
参
照
)
一

O
六

1
一
O
七
頁
、
松
川
節
「
モ
ン
ゴ

ル
語
訳
『
仏
説
北
斗
七
星
延
命
経
』
に
残
存
す
る
ウ
イ
グ
ル
的
要
素
」

森
安
孝
夫
(
編
)
『
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
物
論
叢
』
朋
友
書
居
、
二

O
O
四
年
、
八
五

i
九
二
頁
を
参
照
。

本
講
全
体
に
関
す
る
参
考
文
献

荒
川
正
晴
『
オ
ア
シ
ス
国
家
と
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
交
易
』
(
世
界
史
リ
ブ
レ

ッ
ト
臼
)
山
川
出
版
社
、
二

O
O二一年

井
ノ
口
泰
淳
「
出
土
仏
典
の
種
々
相
」
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
宗
教
』
(
ア
ジ

ア
仏
教
史
・
中
国
編
V
)
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
五
年
、
二

O
五

i

二
O
六
頁

N
H
K
「
文
明
の
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
海
と
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』

(
文
明
の
道
3
)
N
H
K
出
版
、
二

O
O三一年

小
田
喜
典
「
士
口
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
み
る
田
園
都
市
」
板
垣
雄
三
了
後
藤
明

(
編
)
『
事
典
イ
ス
ラ
|
ム
の
都
市
性
』
亜
紀
書
房
、
一
九
九
二
年
、

五
一

1
五
二
頁

『
月
刊
言
語
』
七
七
(
特
集
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
こ
と
ば
と
文
化
)
、
一

九
七
八
年

『
世
界
文
字
辞
典
』
(
『
言
語
学
大
辞
典
』
別
巻
)
三
省
堂
、
二

O
O
一
年

羽
田
亨
『
西
域
文
明
史
概
論
・
西
域
文
化
史
』
(
東
洋
文
庫
、
山
)
平
凡

社
、
一
九
九
二
年
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